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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月26日(2011.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動力伝達システムは、
　a.　作動液により加圧可能なピストン（１０）を備える液圧シリンダ（１）と、
　b.　ピストンと動作可能に接触し、滑り運動を行うために少なくとも第一及び第二の滑
り面（２０a、２２a）を備えるスラスト軸受（２）と、
　c.　前記液圧シリンダ（１）とともに前記スラスト軸受（２）に接続し、該スラスト軸
受（２）の滑り運動を可能にするために連結方式によって取り付けられている連結ロッド
（３）と、を有し、
　前記スラスト軸受（２）は、前記ピストン（１０）に形成される少なくとも１つの穴を
介して、作動液により加圧される前記ピストン（１０）の側部に接続された圧力室（２５
）を備え、
　前記スラスト軸受（２）は、下記の構成、
　d.　片側が前記ピストン（１０）と動作可能に接続され、他側が前記第一の滑り面（２
０a）を形成する第一のスラスト部材（２０）と、
　e.　片側が第四の滑り面（２１a）を形成し、他側（２１b）が動力伝達に役立つ第二の
スラスト部材（２１）と、並びに
　f.　片側が前記第二の滑り面（２２a）を形成し、前記第一の滑り面（２０a）に対して
合わせ面として作用し、他側が第三の滑り面（２２b）を形成し、前記第四の滑り面（２
１a）に対して合わせ面として作用する中間部材（２２）と、
を備えることを特徴とする動力伝達システム。
【請求項２】
　前記連結ロッド（３）は前記ピストンの穴（１１）を通して延在し、前記スラスト軸受
（２）から離隔した位置に設けられた前記ピストンの端面に保持されることを特徴とする
請求項１に記載の動力伝達システム。
【請求項３】
　前記第三及び第四の滑り面（２２a、２１a）は、旋回運動を行うために構成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の動力伝達システム。
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【請求項４】
　前記スラスト軸受（２）の前記第一及び第二の滑り面（２０a、２２a）はフラット構造
であることを特徴とする請求項１に記載の動力伝達システム。
【請求項５】
　前記スラスト軸受（２）の前記第一および第二の滑り面（２０a、２２a）は、前記ピス
トン（１０）の運動方向を横切る方向に向けられていることを特徴とする請求項１に記載
の動力伝達システム。
【請求項６】
　前記スラスト軸受（２）の前記第三又は第四の滑り面（２２b、２１a）は凸形又は球形
であり、他の滑り面（２１a、２２b）は相補的な合わせ面の形であることを特徴とする請
求項１に記載の動力伝達システム。
【請求項７】
　第一の封止部材（２３）は前記第一及び第二の滑り面（２０a、２２a）の間に設けられ
ることを特徴とする請求項１に記載の動力伝達システム。
【請求項８】
　前記第一及び第二の滑り面（２０a、２２a）の間に機械的な動力伝達のための補助リン
グ（２６）が設けられることを特徴とする請求項１に記載の動力伝達システム。
【請求項９】
　前記スラスト軸受（２）の領域内において、連結ロッドが第二のスラスト部材（２１）
に連結方式によって取り付けられることを特徴とする請求項１に記載の動力伝達システム
。
【請求項１０】
　ローラミルは、
　少なくとも一つの粉砕ローラ（４）と、回転可能な粉砕台（５）と、旋回運動できるよ
うに、軸受（７）内に回転可能に固定される粉砕動力を加えるアーム（６）と、を有し、
　前記粉砕ローラ（４）は、前記粉砕動力を加えるアーム（６）の一端に回転可能に備え
付けられ、更に、前記粉砕動力を加えるアーム（６）に動力を与えるための伝達システム
が設けられ、
　前記動力伝達システムは請求項１乃至９の何れか一項の記載に従って構成されることを
特徴とするローラミル。
【請求項１１】
　ローラプレス機は、
　相対する方向に駆動する二つの粉砕ローラと、少なくとも一つの前記粉砕ローラに動力
を与えるための動力伝達システムと、を有し、
　前記動力伝達システムは請求項１乃至９の何れか一項の記載に従って構成されることを
特徴とするローラプレス機。
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